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訓練実施施設

訓練コース番号 5- 06-13-002-05- 0659 コース名 （ ） （ ○ ） コース
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訓練対象者の条件

訓練目標

訓練期間

訓練時間

定員 24名
自己負担額(税込

み）

11月8日 13：00～

11月14日 11：00～

介護におけるコミュニケーション技術

福祉用具の役割、福祉用具専門相談員の役割と職業倫理、介護保険制度等の考
え方と仕組み、介護サービスにおける視点、からだとこころの理解、リハビリ
テーション、高齢者の日常生活の理解、介護技術、住環境と住宅改修、福祉用具
の特徴、福祉用具の供給の仕組み、福祉用具貸与計画等の意義と活用、修了試
験

多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解

人権と尊厳を支える介護、自立に向けた介護

介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、介護における安
全の確保とリスクマネジメント、介護職の安全

介護保険制度、障害者総合支援制度及びその他制度、医療との連携とリハビリ
テーション

介護におけるコミュニケーション、介護におけるチームのコミュニケーション

福祉用具専門相談員

職務の理解

介護における尊厳の保持・自立支援

介護の基本

介護・福祉サービスの理解と医療との連携

12月20日開講　ハロートレーニング（求職者支援訓練）

就職支援 職務経歴書・履歴書の作成指導、面接指導

障害者・高齢者・障害児の心理、家族の心理

訓練内容

科目 科目の内容

学
科

介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的理解、介護に関
するからだのしくみの基礎的理解、生活と家事、快適な居住環境整備と介護、死
にゆく人に関したこころとからだのしくみと終末期介護

修了試験

介護職員初任者・看護助手・福祉用具専門相談員養成科

福祉用具専門相談員演習

相談援助技術演習 自己理解、傾聴及び相談アドバイスができる技術の演習

【職場見学】
①ベストライフ三鷹　②ベストライフ吉祥寺　③介護老人保健施設　小金井あんず苑
④ニチイケアセンター下連雀　⑤弘済園　⑥医療法人社団清恵会　介護医療院　篠原病院
⑦株式会社ナチュラルスタンス～お散歩＆日常デイ～おとなりさん。けやき公園
⑧株式会社ナチュラルスタンス　 ～お散歩＆日常デイ～おとなりさん。ひこばえ
⑨株式会社ナチュラルスタンス～お散歩＆日常デイ～おとなりさん。小金井公園
※①～⑨一人3H・2カ所

整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、移動・移乗に関連
したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、食事に関連したこころとから
だのしくみと自立に向けた介護、入浴、清潔保持に関連したこころとからだのし
くみと自立に向けた介護、排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向
けた介護、睡眠に関したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、介護過程
の基礎的理解、総合生活支援技術演習

介護の周辺技能演習

ビジネスパソコン実習

福祉用具の活用、福祉用具による支援の手順と福祉用具貸与計画等の作成

上級救命実技

施設見学会
日程（要事前予約）

上記開催日以外も随時開催しております。（お問い合わせの上、お越しください。）
※問い合わせ先（0422-24-7500）

安全衛生 現場での事故防止、自己管理、危険除去

介護福祉分野の心理学

看護助手業務と役割の理解
医療に係る制度・法律、看護助手の役割、からだの仕組み、安全管理・感染予防
等の看護助手業務を遂行するための基本技術の理解

修了試験

介護の周辺知識
介護職の現状・障害者・障害者施設・障害者の家族の支援・介護保険制度・介護
職員初任者研修の位置付けについて・利用者及び家族、周囲の人々のメンタル
ケア

11月12日 11：00～

11：00～

9：00～16：25（2月10日上級救命実技　9：00～18：25）

特定非営利活動法人　鷹ロコ・ネットワーク大楽

基礎 実践

募集期間 2024年11月5日～2024年11月19日

こころとからだのしくみと生活支援技術（知識）

老化の理解 老化に伴うこころとからだの変化と日常、高齢者と健康

認知症の理解
認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、認知症
に伴うこころとからだの変化と日常生活、家族への支援

看護助手業務を行うためのマナー・接遇、看護助手としての基本的な業務（診療
の補助等）の演習

障害の理解
障害の基礎的理解、障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり
支援等の基礎的知識、家族の心理、かかわり支援の理解

特になし

介護職員初任者として、ふさわしい知識と技能、福祉用具に関する専門知識及び福祉全般の基礎知識と相談援助技術を修得し、福祉
現場等の就職先で即戦力となる人材を育成する。

土日祝の訓練
実施の有無

無2024年12月20日～2025年4月16日

実
技

そ
の
他

振り返り 振り返り、就業への備えと研修修了後における継続的な研修

（受講申込者が募集定員の半数に満たない場合は、訓練の実施を中止することがあります）

教科書代　14,600円、職場見学・職場体験交通費（計4日間、実費）、法定講習に係る補講費（学科・実技各1時間3,000円）

第３回目 第４回目

第１回目 第２回目

11月17日

【職場体験】
①株式会社ナチュラルスタンス～お散歩＆日常デイ～おとなりさん。けやき公園
②株式会社ナチュラルスタンス～お散歩＆日常デイ～おとなりさん。ひこばえ
③株式会社ナチュラルスタンス～お散歩＆日常デイ～おとなりさん。小金井公園
④カイゴいるてと ⑤アプローズ・ケア石神井店
⑥SOMPOケア 在宅老人ホーム新宿
⑦SOMPOケア ラヴィーレ武蔵境
⑧SOMPOケア そんぽの家　三鷹中原
⑨SOMPOケア そんぽの家 三鷹新川
⑩ベストライフ三鷹　⑪ベストライフ吉祥寺 ⑫医療法人社団巨樹の会　小金井リハビリテーション病院
⑬医療法人社団清恵会　介護医療院　篠原病院  ⑭ニチイケアセンター下連雀
※①～⑭一人12H・1か所

看護助手実務演習

ケアプラン作成演習、レクリエーション演習、介護の総合技術演習

①「シェアハウスについて」ナース佐久間の家代表（3H)　②「これからの介護」㈱ベネッセスタイルケア（3H)
③「この仕事を選ぶまで」㈱アスモ介護サービス（3H)
④「薬局の仕事について」㈲ファーマシーすず（3H)
⑤「介護員として働くことについて」　　講演者未定（3H）

パソコンの基本操作（文書の作成、帳票類の作成、文章の管理、情報収集）及び
社内報の企画、編集、発行、配布、宣伝の演習

AEDの基本的な操作、救命手当、急病・けがの応急手当（上級救命技能認定）

こころとからだのしくみと生活支援技術（演習）
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受験時期 受験料

2025年3月（予定） 4,500円

選考日

選考予約先（電話番号）

時間

持ち物

選考結果発送日

選考方法

選考会場の住所

最寄駅

訓練実施施設名

〒181-0013

ＴＥＬ番号
（問い合わせ先）

ＦＡＸ番号

メールアドレス

お問い合わせ担当者

最寄駅

上記に必ず予約の電話をしてください。選考時間は予約時にお知
らせします。

筆記用具
地図添付

2024年12月3日

福祉用具専門相談員講習修了

上級救命技能認定証

任意試験

※募集期間終了間際になりますとハローワークの受付窓口が大変混雑いたしますので、
お早めの受講申込み手続きをお勧めいたします。

訓練実施施設
の住所

0422-24-7070

info@takaloco.jp

林田・阿部

JR中央線・総武線　三鷹駅

0422-24-7500

東京都三鷹市下連雀3-38-4三鷹産業プラザ3階

最
寄
駅
か
ら
訓
練
実
施
施
設
ま
で
の
地
図

同上

特定非営利活動法人　鷹ロコ・ネットワーク大楽

ＰＲポイント（目指す仕事内容、就職先実績、訓練内容の工夫等）

最
寄
駅
か
ら
選
考
場
所
ま
で
の
地
図

0422-24-7500

2024年12月9日

面接

〒181-0013
東京都三鷹市下連雀3-38-4　三鷹産業プラザ3階

JR中央線・総武線　三鷹駅

修了後に取得できる資格

介護職員初任者研修修了[令和6年9月18日時点指定申請中]

※受験料については、変更されることがあります。

看護助手認定実務者試験

「3ヶ月では短い」「6ヶ月では長い」という声に応え、じっくり学べる4ヶ月コース
※本コースは、職場見学・職場体験含むコースです

基礎知識に詳しく現場を知る講師陣

講師には現役で施設・事業所の運営・従事している方を招き、より実学的な訓練を行います。

受講のみで取得できる資格

【介護職員初任者研修】
旧ヘルパー2級、介護職として働く上で必要になる知識・技術を習得することが出来る研修です。総研修時間は130時間！全課程終了後の修了試験に合格することで資格を取得できま

す。

【福祉用具専門相談員】
福祉用具貸与や販売業務において、福祉用具の選定の援助、 機能等の点検、 使用法の指導・助言等の業務を行うための資格です。

【上級救命技能認定証】
心肺蘇生やＡＥＤの使い方を学ぶ普通救命講習に加え、小児・乳児の心肺蘇生、傷病者管理、外傷の応急手当、搬送法などを学ぶ介護職に実用性のある資格です。

【看護助手認定実務者試験】 ※任意試験

看護助手としての知識・技術を学ぶことにより、より広い知識・技術を習得し、看護・介護両方の視点から支援ができる介護職員および看護助手を目指します。受験レベルに達する訓練内

容になっています。

充実したパソコン実習

福祉分野においてもパソコン操作が必要とされてきています。パソコン初心者、苦手意識がある方にも丁寧に指導を行います。使い慣れた方もスキルアップになります。

感染症防止対策
●入室時マスクの着用(高齢者等重症化リスクの高い方への感染を防止するため）と、アルコール消毒・非接体温計による検温の徹底

●室内の常時換気の実施

●可能な限り座席間を空け、講師・受講者の座席にパーテーションの設置

●共用部の定期的なアルコール消毒の実施

【注意事項】
※1 介護職員初任者研修修了及び福祉用具専門相談員修了については法律で定められた科目（必須科目）の受講が必要であり、その科目を欠席され時間数が不足した 場合は資格取得

ができなくなりますので予めご注意ください。欠席された科目については補講の受講が必須です。補講の受講料は１時間あたり3,000円（税込）です。補講限度数を越えた場合は資格が

取得できませんのでご注意ください。

※2 介護職員初任者研修の指定を受けられなかった場合には、訓練を中止することがあります。

※3 訓練実施期間中の身分証明書（運転免許証、健康保険証等）の提示による本人確認を実施いたします。
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